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IHC 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

GNG13

Guanine nucleotide-binding protein G(1)/G(S)/G(O) subunit gamma-13
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	応用
	抗原情報
	背景
	ヘテロ三量体Gタンパク質は、αサブユニット（MIM 139320参照）、βサブユニット（MIM 139380参照）、およびγサブユニットから構成され、7つの膜貫通ヘリックスを持つGタンパク質共役受容体のシグナル伝達因子として機能します。GNG13は、味覚、網膜、神経組織に発現するγサブユニットであり、味覚伝達において重要な役割を果たします（Li et al., 2006 [PubMed 16473877]）。[OMIM提供、2009年10月]、機能：グアニンヌクレオチド結合タンパク質（Gタンパク質）は、様々な膜貫通シグナル伝達系において、調節因子またはトランスデューサーとして機能します。ベータ鎖とガンマ鎖は、GTPase 活性、GDP から GTP への置換、および G タンパク質とエフェクターの相互作用に必要です。,類似性:G タンパク質ガンマ ファミリーに属します。,サブユニット:G タンパク質は、アルファ、ベータ、ガンマの 3 つのユニットで構成されています。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°で一晩）。2、抗原賦活化にはTris-EDTA、pH9.0を使用した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、45分）。

